
 

令和 8年度 (公財)滋賀県スポーツ協会 事業計画 

 

公益財団法人滋賀県スポーツ協会は、1925 年設立以来 100 年にわたり本県のスポーツ振興に

努めてきました。昨年度(令和 7年度)は滋賀県で国民スポーツ大会が開催され、スポーツで県民

が盛り上がり、より一層スポーツを身近に感じる年となりました。令和 8年には全国高等学校総

合体育大会、令和 9 年にはワールドマスターズゲームズ 2027 関西も滋賀県で開催され、滋賀県

のスポーツ振興を図る上でまたとないチャンスが続きます。これらの大会を契機として、滋賀県

にスポーツが文化として根付くよう、レガシーの継承に取り組みます。 

生涯スポーツの推進では、第 3 期滋賀県スポーツ推進計画および滋賀県スポーツ協会第 6期中

期経営計画に基づき、すべての県民が遊び感覚を持ち、楽しく、自主的なスポーツ活動を実施す

ることを目的として、「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツを楽しめる機会を創出しま

す。併せて、スポーツ文化を擁した「スポーツ滋賀」を目指し、スポーツで遊べる環境づくりを

目指します。 

競技力の向上では、滋賀国スポで高まった競技力やスポーツ熱を継続させるため、加盟団体と

のつながりを大切にしながら、指導者の育成・確保、ジュニア世代の育成、成年選手の活動環境

の整備、医・科学サポートスタッフとの連携等を通じて、競技水準の維持を目指します。 

指定管理施設の運営については、安全・安心の確保を最優先に県の方針を踏まえて適切に運営

するとともに、各施設の特性を活かした魅力ある事業を実施し、県民に親しまれる経営・運営に

努めます。また、全国大会や観るスポーツを誘致することで、子どもたちが将来に向けて夢や目

標を抱くことができるよう支援すると共に、県民がスポーツを「する・みる・支える」ための中

核的な施設運営を目指します。 

 

 公益目的事業 

Ⅰ 県民総スポーツ普及・振興に関する事業 

県民が生涯を通じて、「いつでも、どこでも、いつまでも」遊び感覚で気軽にスポーツに親

しむことで、運動を生活に取り入れるライフスタイルの定着やスポーツを「する」だけでなく

「みる」「支える」などスポーツの楽しさを広め、健康の維持・増進や地域づくりにつなげる

取組を推進します。 

 

１ 県民にスポーツの機会を提供する事業 

(1) 県立スポーツ施設を活用したスポーツ振興事業 

施設の特性を活かし、県民の健康増進および青少年の健全育成のために各種スポーツ振

興事業を実施します。幼児や子どもの運動遊びの促進、働き世代や女性の参加に重点を置

いた事業を展開するとともに、滋賀国スポおいて、ローイング競技やライフル射撃競技で

成果が見られたジュニアユース世代の強化事業をモデルとして、他競技への展開を進め、

次世代選手の育成と競技力の向上に努めます。 

また、多くの人が遊び感覚で楽しんで参加できるスポーツイベントを開催し、国スポ開

催のレガシーとして持続可能な仕組みを検討するなど、スポーツ人口の拡大とスポーツ実

施率の向上に努めます。 

「する・みる・支える」スポーツの場が身近に感じられるよう、スポーツ情報やイベン

ト、健康体操などの内容をホームページ、ＳＮＳ、スポーツ関係のポータルサイト等を活

用して紹介し、情報発信の充実を図ります。 

一方、外部委員を含めた評価委員会による当協会自主事業の評価を実施し、その結果を

もとに、コストの投入量に見合った事業の有効性等を検証し、事業内容を改善します。 

7 施設  99 事業 （うち新規事業 16 事業） 

          子供の体力向上 24 事業、健康づくり 42 事業、施設活性化 20 事業、 

アスリート育成 9 事業、指導者養成 4 事業  

 

 

 



(2) 県立スポーツ施設(指定管理）の管理運営事業 

施設の特性を活かし、地域に根ざした視点と利用者の立場を大切にした運営により、誰

もが安全・安心に利用できる施設づくりを進めます。とりわけ、学校行事への配慮や、興

業試合の誘致による「みる」スポーツの振興など、効率的な利用調整を通じて地域の賑わ

いを創出します。 

また、県立スポーツ施設をより身近に感じることで、自らもスポーツをやってみようと

いう行動につなげ、県民の健康を増進する取組を進めるなど、幅広い世代に親しまれる施

設づくりを進めます。 

引き続き彦根総合スポーツ公園を含む７施設の指定管理者として、これまで培ってきた

実績と専門的ノウハウを活かし、維持管理業者と連携しながら、施設・設備の状態を適切

に把握し、良好な利用環境を安定的に提供します。 

さらに、全国高等学校総合体育大会の競技会場として万全の体制を整え、大会を契機と

した情報発信や地域への波及効果の創出にも取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ラジオ体操普及推進事業 

健康づくりに向けて気軽に取り組める運動として、「いつでも、どこでも、いつまでも」

できる健康体操である「ラジオ体操」の普及を図ります。 

ラジオ体操が「身近なスポーツ」で体ほぐしの要素もあるという認識のもと、準備運動

として、また、無理なく体力向上につながるスポーツとしてイベントや教室等で積極的な

活用を促進します。特に、親子フェスタや駅伝フェスタなど大規模イベントの開催におい

ては、指導の専門家であるラジオ体操指導士を招き、準備運動として参加者全員でラジオ

体操に取り組みます。当協会の有資格者の職員も出向くなど、様々な事業の中で参加者の

手本となるように努めます。 

また、指定管理施設では、日頃からラジオ体操を定期的に流し、来場者や住民等が身近

な運動としてラジオ体操を捉えるように努めます。 

 

(4) 広報・情報提供事業、エフエム滋賀 番組情報提供事業 

スポーツの意義・必要性や素晴らしさを広め、スポーツ活動の普及、健康寿命の延伸な

どに対する関心を高めることを目的にスポーツ情報誌「Bispo！+」を発行します。 

また、ＳＮＳを活用し、「Bispo！+」に掲載する内容を告知するとともに、個人・団体

の活動の情報発信に努めます。さらにホームページ上で公開している「Web 版 Bispo！+」

の見やすさの向上に努めます。 

◆指定管理施設
施設名 指定管理期間

平和堂HATOスタジアム（彦根総合スポーツ公園　陸上競技場）
平和堂元気っこフィールド（　　〃　　　　　　補助競技場）
ＨＰＬベースボールパーク（　　〃　　　　　　野球場）
関西みらいローイングセンター（県立琵琶湖漕艇場）
県民共済ドーム長浜（県立長浜ドーム）
ステータシー武道館（県立武道館）
県立栗東体育館
ＯＴＳ柳が崎ヨットハーバー（県立柳が崎ヨットハーバー）
木下カンセーアイスアリーナ（県立アイスアリーナ）

令和８年度～令和１２年度

令和５年度～令和９年度

◆全国高等学校総合体育大会競技会場
施設名 競技名等 開催期間

平和堂HATOスタジアム（彦根総合スポーツ公園　陸上競技場） 陸上 令和8年7月30日～8月3日
関西みらいローイングセンター（県立琵琶湖漕艇場） ローイング 令和8年8月10日～13日
県民共済ドーム長浜（県立長浜ドーム） ホッケー 令和8年8月8日～9日



県内大会・イベント情報は、ホームページやＳＮＳ、ポータルサイト「スポタル滋賀版」

へ情報掲載を積極的に行い、また、報道機関への資料提供を通して、一層の情報発信に努

めます。引き続き、エフエム滋賀の番組「Diver」を通じて、当協会の競技大会やイベント

ＰＲ、県内のプロスポーツを含んだスポーツ情報、選手の素顔や活躍の紹介など、多くの

情報を発信しスポーツの魅力を届けます。 

 

(5) 表彰事業 

表彰規程および表彰基準に基づき、本県スポーツの普及振興に功績顕著な者および競技    

力向上に貢献した個人・団体を表彰します。 

【スポーツ功労賞、スポーツ奨励賞、スポーツ優良団体、優秀指導者賞、優秀指導者賞、

優秀選手賞、敢闘賞、生涯スポーツ賞】 

 

   (6）元気キッズ応援プロジェクト事業 

  滋賀応援ポロシャツの売り上げの一部を小学校等へのスポーツ用具の提供に充て、 

    県内の子どもたちのスポーツ環境づくりを支援します。 

   

(7) 障害者スポーツ振興交付金事業 

滋賀県障害者スポーツ協会が実施する「アドバイザー設置事業」「生涯スポーツ事業」

等に交付金を交付し事業を支援します。 

 

(8) 県小学校記録会補助事業（水泳記録会・陸上記録会） 

滋賀県小学校体育連盟が主催する「滋賀県小学校水泳記録会、滋賀県小学校陸上記録会」 

に交付金を交付し、事業を支援します。 

 

２ 各種スポーツ大会を通じスポーツの社会的な価値を創造する事業 

地域住民参加型のスポーツに親しむ機会（各種スポーツ体験等）の提供を県や加盟団体

等との連携により取り組みます。 

また、郡市スポーツ協会と連携を図りながら、大会の活性化に向けた検討を進めます。 

 

(1) 県民総スポーツの祭典(実行委員会で実施） 

県民参加型の｢スポーツの祭典｣を次の７部門とし、安心安全な大会の開催に努めます。 

ア 県民スポーツ大会の部（交流の部を含む） 

イ スポーツ・レクリエーション大会の部 

ウ レクリエーション大会の部 

エ 総合型地域スポーツクラブスポーツ交流大会の部 

オ びわ湖駅伝スポーツフェスティバルの部 

カ 障害者スポーツ大会の部 

     キ びわ湖マラソンの部 

 

(2) びわ湖駅伝スポーツフェスティバル 2026 

チャンピオンをめざすコース（プレミアム・チャレンジ・小学生）や楽しく走るコース

（エンジョイミックス）郡市で競うコース（県民駅伝）など様々な駅伝競走を実施します。 

併せて参加者や応援の方、一般の来場者の方にも気軽にスポーツに親しんでもらえるよ

うラジオ体操やスポーツ体験の場を設け、幅広く体験の場を県民に提供します。 

【予定】期日：令和８年１１月８日（日） 滋賀県希望が丘文化公園 

 

（3）親子で楽しむスポーツフェスタ 2026 （県民スポーツ大会の部（交流の部）） 

   普段運動する機会の少ない園児・児童を対象に、運動遊び、ニュースポーツ等、多くの

スポーツを体験してもらい、体を動かす喜びや楽しさを味わい親子でスポーツを楽しむ

機会を提供します。【予定】期日：令和８年１１月２８日（土） 県民共済ドーム長浜  



(4) びわ湖マラソン2027（実行委員会形式） 

一般参加者自らがスポーツを「する」感動を味わい、ボランティア等が「支える」大会

を開催することで、より一層のスポーツ推進や滋賀の魅力発信を行い、スポーツを通じた

「健康しが」を推進します。 

 【予定】期  日：令和９年３月１４日（日） 

          開催種目：フルマラソン(42.195ｋｍ)日本陸上競技連盟公認大会 

募集人数：7,500 人 ペアマラソン 100 組（200 人） 

 

(5) チャリティーゴルフコンペ 

広く県民を対象にゴルフコンペを開催し、チャリティーにより県内小学校等にスポーツ

用具を提供します。 

【予定】期日：令和８年 ６月 ９日（火）近江カントリー倶楽部 

            ９月１８日（金）甲賀カントリ―倶楽部 

（前掲「元気キッズ応援プロジェクト事業」ポロシャツ販売との合同事業） 

 

３ 地域スポーツの促進支援事業 

各市町と連携し、スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ等が地域に密着した中核

組織として機能を高め、すべての県民が継続してスポーツに親しめる環境の整備に努めま

す。また、国が進める学校部活動の地域展開の取組が本県においても円滑に進められるよ

う各団体への迅速な情報提供をはかり、細かな連絡調整に努めます。 

 

(1) スポーツ少年団育成事業   

スポーツを通じて心身ともに健全な青少年を育成するため、県本部・市町本部・指導者

協議会・競技団体との連携を図りながら、スポーツ少年団組織および運営の充実、適正な

ガバナンスの確保に努めます。 

ア 組織充実事業 

      指導者養成事業、指導者協議会運営補助事業、リーダー会運営補助事業、 

            市町担当者会、女性指導者部会、ブロック連絡会運営補助事業 

イ 育成事業 

      育成母集団事業、リーダー育成事業、競技別交流活動育成事業、表彰事業 

ウ 交流会開催事業 

      ＜開催＞ 

       滋賀県スポーツ少年大会 

      ＜派遣＞ 

       近畿ブロックスポーツ少年団競技別交流大会、全国スポーツ少年団競技別交流       

大会（近畿予選・本大会）、JAPAN GAMES JUNIOR&YOUTH 

        ジュニアスポーツフォーラム、日独スポーツ少年団同時交流事業（派遣と受入） 

エ アクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）普及事業 

             市町ＡＣＰ普及促進補助事業 

  ＡＣＰ都道府県普及促進研修会 

 

(2) 総合型地域スポーツクラブ育成支援事業 

各市町と連携し、地域に根ざした総合型地域スポーツクラブの創設・育成を支援すると

ともに、地域に密着した総合型地域スポーツクラブとしての機能を高め、継続してスポー

ツに親しめる環境の整備に努めます。 

また、総合型地域スポーツクラブ全国協議会の登録クラブの増加を目指すとともに、日

本スポーツ協会が導入した「部活動の地域展開タイプ」と「障がい者スポーツ認証タイプ」

の認証が受けられるよう指導・助言し、県と連携しながら各クラブの意向を踏まえて支援

します。 

 



ア 組織内組織としての「滋賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」の運営  

イ 広域スポーツセンター運営事業（県受託事業）  

      地域スポーツ指導者育成講習会事業、市町巡回指導事業、 

      アシスタントマネジャー養成講習会事業 

 ウ 中間支援組織運営事業（登録・認証制度運用事業） 

中間支援組織として総合型地域スポーツクラブの登録・認証制度を運営し、各クラブ

の質的充実に努めます。 

（登録・認証制度の運営に関する事業） 

・「登録・認証」審査委員会の運営 

・登録・認証に関する申請事務 

  

(3) スポーツ指導者の育成・活用促進事業 

     スポーツ指導者憲章を踏まえ、当協会のホームページなどで指導者に関わる最新情報

等を提供し、新たな資格の取得や資格の更新を促すとともに、研修会等の実施を通じて

スポーツ指導者の資質向上を図ります。 

ア スポーツ指導者情報提供システム 

公認スポーツ指導者への情報提供システムを利用し、リアルタイムに最新情報を提供

することにより、スポーツ指導者の知識や資質の向上のための講習会の案内や、スポ

ーツの最新情報を提供するなど、システム活用促進に取り組みます。 

      イ 公認スポーツ指導者資格更新研修会 

       公認スポーツ指導者が、スポーツに関する最新の知識・情報を習得し、資質向上を

図るとともに、指導者の情報交換やネットワークづくりなどの相互交流を目的とし

て､研修会を開催します。 

      ・滋賀県スポーツ指導者研修会 令和８年９月・令和９年１月 計２回 

 

【新】（4）学校部活動の地域連携・地域展開 

  県が策定した「滋賀県部活動改革推進計画」（名称変更あり）や国の「部活動改革及び

地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」にそって中学校部活動の地域連

携・展開が進められるよう、地域スポーツ団体等による情報交換の場の提供や活動を支え

るスポーツ指導者等の育成・研修を通じて県内の取り組みを支援します。 

 

 (5) 企業との協働事業（企業スポーツ振興協議会） 

本県にゆかりのある企業を会員とし、「企業相互の連携及び事業推進に努めることによ

り、企業におけるスポーツの普及・振興を図り、本県の生涯スポーツの推進および競技力

向上に資すること」を目的とし、以下の事業を実施するとともに、広報事業の充実により

会員企業の拡大に努めます。 

ア 表彰事業 

 (ア) 企業スポーツ永年協力表彰 

        永年にわたり会員として協力している企業を表彰 

 (イ) 企業スポーツ選手派遣協力表彰 

       永年にわたり国民スポーツ大会（近畿ブロック大会を含む）に、選手等を派遣する

企業を表彰 

     イ 選手支援事業 

     (ア) 輝く企業選手支援事業 

        会員企業に所属する本県選手に対し、競技力向上のための活動に係る経費を助成 

 (イ) 企業スポーツ部設立支援事業 

         新たに設立された会員企業競技スポーツ部に対し、活動環境の整備費等を助成 

       (ウ) （国スポ活躍選手等支援事業）(仮称) 

    「SHIGA アスリートナビ」により会員企業に雇用された選手・指導者に対し、競 

 技活動に係る経費を助成 



 

(6) 大学連携事業 

ア インターンシップの受け入れ 

イ 滋賀県スポーツ指導者セミナー、公認スポーツ施設運営士養成講習会等への講師依頼 

ウ 次世代アスリート発掘・育成プロジェクト事業の連携 

エ 滋賀県スポーツ指導者セミナーへの講師依頼 

 

(7) その他の事業 

     ア 公認スポーツ施設運営士養成講習会（日本スポーツ施設協会公認資格取得講習会）     

を開催し、西日本を中心に施設管理者の資質向上に努めます。 

      期日：令和 9年 2月 4 日（木）5日（金）（県立武道館） 

        イ スポーツ安全普及活動等委託事業 

 ・スポーツ活動等の普及奨励および安全指導に関する業務 

 ・スポーツ安全保険の普及に関する業務 

  ウ令和８年度地域スポーツクラブ推進体制基盤事業（国庫補助事業） 

      ・「地域スポーツ推進団体連絡会議」を運営し、スポーツによる地域課題の解決に向 

けた取組の検討。 

      ・スポーツ施設やスポーツ団体が、大会や練習などでの緊急時に適切かつ迅速な対応   

を実施するため、令和７年３月に作成した EAP（エマ―ジェンシーアクションプラ 

ン）をスポーツ施設や団体で活用。 

・指導者の知識の向上およびクラブ組織強化を目的に「滋賀県スポーツ指導者無料 

オンラインセミナー」の開催。 

 

Ⅱ 競技力の総合的な向上に関する事業 

１ 競技スポーツ育成・強化対策事業 

「わた SHIGA 輝く国スポ」のレガシーを継承し、引き続き本県の競技水準の維持向上を図 

るとともに、将来にわたり持続的に優秀な選手を輩出できるよう、各競技における普及・育 

成・強化体制の構築や指導者確保等に取り組み、本県の競技スポーツの振興を図ります。 

 

(1) 各競技の選手強化  

競技団体等が行う各種強化事業の支援や優秀な選手に対する支援を通じ、本県の競技

水準の維持向上に努めます。 

    ア 県代表選手の競技力向上対策事業 

      国民スポーツ大会に向けた県代表選手の育成・強化を支援します。 

    イ 中体連・高体連育成強化対策事業 

      中体連・高体連の各競技専門部が行う選手の育成・指導者の育成を支援します。 

  ウ 高校生トップアスリート支援事業 

      国スポにおいて少年種別の核となる選手の強化活動を支援することで、入賞できる選 

      手・チームづくりを進めます。 

 【新】エ トップアスリート活躍支援事業 

      オリンピックやパラリンピック等、世界大会に日本代表として出場し、活躍が期待さ 

れる選手の競技活動を支援します。 

 

(2) 各競技の普及・育成・強化体制の構築 

      「わた SHIGA 輝く国スポ」で培われたノウハウや人材、整備された施設等を最大限利 

用して、各競技における一貫指導体制の構築を図るともに、各競技団体の自立性を高 

めるための支援を行います。 

   ア 一貫指導育成強化対策事業 

      競技団体が行うジュニア期から成年に至るまでの一貫した普及・育成・強化の取組を 

支援します。    



【新】イ トレーニングセンター支援事業 

    a センター校支援：競技団体と連携し、学校施設等を活用して県域の競技力向上に積 

    極的に取り組む学校を支援するとともに、当該校に指導者を派遣します。   

b センター施設支援：県内施設を活動の拠点とする競技の幅広い世代を対象として行 

う一貫指導事業を支援します。 

c センターチーム支援：滋賀国スポを景気に活動を活性化し、成年選手の活動拠点と 

 しての役割を担っているチームを支援します。   

【新】ウ 競技団体の組織基盤強化対策事業 

       法人化等を含む組織基盤の強化に向けた競技団体の取組みを、専門家による助言や 

      研修会の開催により支援します。 

 

(3) ジュニア世代の育成     

ア 次世代アスリート発掘育成プロジェクト 滋賀レイキッズ（県受託事業） 

運動能力の優れた子どもたちを選抜し、身体能力・知的能力の開発プログラムや 

様々な競技体験を実施し、次世代のトップアスリートを目指すジュニア選手を育成し

ます。また、科学的見地からの分析・アドバイスにより、将来滋賀県代表選手として

活躍するための競技選択をサポートします。 

【新】イ 滋賀レイキッズ修了生育成強化対策事業 

レイキッズ修了生を対象として行う育成･強化事業を実施する競技団体を支援しま

す。 

ウ 湖上スポーツ育成強化対策事業 

本協会が指定管理者である琵琶湖漕艇場、柳が崎ヨットハーバーの施設を拠点とした 

ローイング、カヌー、セーリング競技のジュニア育成に取り組みます。 

 

(4) 優秀指導者の確保・育成     

ア アスリート指導員の雇用と資質向上（県受託事業） 

  将来本県に定着し、指導者としての活躍が期待できるアスリートを「アスリート指導 

 員」として雇用するとともに、指導者資格の取得を支援します。 

イ 公認スポーツ指導者養成事業 

           指導者養成講習会  3 競技程度（競技未定）（委託）  

 

(5) 医・科学サポート事業 

   本県選手の健康と安全に必要な措置を講じるとともに、｢わた SHIGA 輝く国スポ｣で  

蓄積された知見を県民に還元し県民が安全にスポーツを楽しめる環境整備につなげま

す。 

ア 医科学サポートスタッフの派遣 

イ メディカルチェックシステムの運用 

ウ 各種研修会の実施 

エ 女性アスリートに対する支援 

 

    ２ 国民スポーツ大会等派遣事業 

国内最大のスポーツの祭典である国民スポーツ大会、同近畿ブロック大会等に選手、監督、

役員等を派遣するとともに、本県で開催される第 80 回国民スポーツ大会近畿ブロック大会

の運営を行います。 

 

(1) 国民スポーツ大会選手等派遣事業  

ア 第 80 回国民スポーツ大会：青森県 

イ 第 81 回国民スポーツ大会冬季大会   

スケート競技会：山梨県(ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ・ﾌｨｷﾞｭｱ)/岐阜県(ｽﾋﾟｰﾄﾞ) 

アイスホッケー競技会：神奈川県 

スキー競技会：岩手県 



(2) 第 80 回国民スポーツ大会近畿ブロック大会開催事業  

期日：令和 8 年 6月～8月（基準日：8月 14 日～8月 16 日） 

   開催競技：全 31 競技 

 

  (3) 国民スポーツ大会近畿ブロック予選大会等派遣事業     

ア 近畿ブロック大会：滋賀県開催 

冬季大会アイスホッケー競技会（成年男子）：滋賀県 

    イ フィギュア競技予選会：未定 

    ウ アイスホッケー競技会（少年男子）北信越・東海・近畿ブロック予選会：愛知県 

 

 収 益 事 業 

 

Ⅰ 公益目的事業以外の施設の提供および駐車場・自動販売機設置事業 

      自己財源の充実を目的として、指定管理施設におけるスポーツイベントや催し物の誘致を進

め、それらに付随する事業を実施し、安定的な収益の確保と施設の活用促進につなげます。 

１ 特定の団体が会員等を対象に開催する事業等 

(1) 使用者が入場料またはこれに類する金銭を徴収する興行事業 

(2) 特定団体、個人会員等を対象とする催し物目的の施設利用 

(3) 駐車場提供と自動販売機等による収益事業 

 

 堅実な組織運営を継続的に推進する事業 

 

Ⅰ ガバナンスを基盤とした事業・組織運営体制 

当協会の設立目的および事業方針に関する共通認識のもと、ガバナンスを徹底し、透明性と

実効性を重視した組織運営体制を構築します。あわせて、各専門委員会を中心に、事業の企画

立案から実施、評価までを一体的に行うことで、計画的かつ継続的な事業運営を推進します。 

また、協会諸事業について積極的な広報・ＰＲ活動を展開し、企業や個人を対象とした賛助

会員の募集拡充にも取組み、県民への周知と理解を深めることにより、安定した財政基盤の確

立を図り、諸事業の一層の充実と発展につなげます。 

 

１  主体的・自主的な法人の経営 

(1) 専門委員会の開催 

総務委員会、スポーツ基金委員会、広報委員会、生涯スポーツ委員会、競技力向上委員 

会、スポーツ医・科学委員会、100 周年記念事業委員会  

(2) 経営改善会議 

(3) コンプライアンス委員会 

(4) 県民総スポーツ普及振興事業評価委員会 

(5) 国民スポーツ大会結団・壮行式 

(6) 国民スポーツ大会報告会 

(7) スポーツ協会表彰式 

(8) 加盟団体育成・サポート事業（当協会が共催する加盟団体事業への賠償責任保険等） 

(9) 賛助会員の拡充                                  

(10)100 周年記念事業 

・記念式典   令和 8年 12 月 12 日(土) 琵琶湖ホテル 瑠璃 

・シンポジウム      〃          〃 

・祝賀会          〃          〃 

・記念事業「100 周リレーマラソン」令和 8年 12 月 20 日(日) 平和堂 HATO ｽﾀｼﾞｱﾑ 

・告知事業（記念事業大会の開催、広報事業等） 

 (11)その他  日本スポーツ協会諸会議、近畿２府４県スポーツ協会諸会議、全国都道府県ス   

ポーツ協会連合会諸会議、日本公共スポーツ施策推進会議、要望活動ほか 

 



２  協会運営等諸会議 

(1) 理事会 （第 1 回 令和 8年 5 月 28 日（木）） 

（第 2回 令和 8年 6月 22 日（月）） 

（第 3回 令和 8年 9月 17 日（木）） 

（第 4回 令和 9年 3月 4 日（木）） 

 

(2) 評議員会（定時 令和 8年 6月 22 日（月）） 

（臨時 令和 9年 3月 24 日（水）） 

(3) 加盟団体理事長・事務局長会議（令和 8年 4月 11 日（土）） 

(4) 加盟団体研修会（令和 8年 12 月開催予定）） 

(5) 日本スポーツ協会役員派遣 

(6) 都道府県スポーツ協会連合会役員派遣 

 

３  持続可能な財務基盤の確立 

人件費の改定や物価・エネルギー価格の高騰などにより、指定管理施設の運営環境は今後

も厳しさが続くと見込まれます。 

指定管理事業の損益が当協会の経営全体に影響を及ぼすことが想定されることから、県か

らの補助金や指定管理施設管理料に加え、民間助成金の活用、協賛金や賛助会費の拡充、適

切な資金運用による運用益の確保などを通じて、自己財源の充実に努めます。 

併せて、事業全体の見直しを継続的に行い、各種経費の精査と削減を徹底することで、安

定的かつ持続可能な財務基盤の確立を図ります。 

 

４  組織力の向上と人材の育成 

経営改善会議や事務局会議の充実を図るとともに、外部研修の活用による専門資格の取得

を計画的に進めるなど、体系的な人材育成に取組みます。 

また、快適で働きやすい労働環境の整備に加え、シェアミーティングなど情報共有の機会

を設けることで、職員のモチベーション向上と組織力の強化を図ります。 

さらに、指定管理施設運営事業においては、キャッシュレス決済の導入や決済情報のデー

タ化などＤＸを推進し、業務効率の向上に努めます。 

 


